
突
然
や
っ
て
く
る
災
害

７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
よ
う
に
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
は
突
然
発
生
し
ま
す
。

年
末
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、
災
害
に
つ
い
て
再
度
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
防
団
活
動
に
ご
協
力
を

　

日
ご
ろ
か
ら
、
地
域
の
消
防
防
災
の
要
と

し
て
活
動
し
て
い
る
消
防
団
。
年
末
年
始
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
年
末
夜
警

期
間　

12
月
26
日
（
日
）
〜
30
日
（
木
）

場
所　

各
消
防
団
の
車
庫

○
消
防
出
初
式

期
日　

平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）
で
式
典
、

　

市
役
所
駐
車
場
で
市
中
行
進
・
一
斉
放
水

※
一
斉
放
水
は
、
午
前
11
時
ご
ろ
行
い
ま
す
。

今年１月に行われた一斉放水

地
域
地
域
で
で
き
る

で
で
き
る
災
害
対
策

災
害
対
策
をを

②
土
の
う
を
小
中
学
校
の
砂
場
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
土
の
う
袋
や
ス
コ
ッ

プ
な
ど
を
校
庭
に
設
置

災
害
用
資
材
庫
を
設
置

７
月
15
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
で

は
、
市
内
各
地
で
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
が
、
市
が
す
べ

て
の
被
害
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
反
省
か
ら
、
市
は
次
の
対
策
を
実
施

し
ま
し
た
。

①
公
民
館
に
バ
リ
ケ
ー
ド
や
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
、　

通
行
止
め
看
板
な
ど
の
災
害
用
資

材
を
設
置

こ
れ
ら
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

の
み
な
ら
ず
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
が

主
体
と
な
っ
た
素
早
い
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
を
持
ち
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

公民館に設置された資材庫

小中学校の校庭に設置された資材庫

消防団員消防団員をを募集募集
市は、消防団員を募集しています。
地域のために活動してみませんか。

〈〈消防団員とは〉〉
自分が持つ本来の仕事をしながら、地
域の安全安心のため、火災などの災害活
動に従事する奉仕者です。身分は非常勤
特別職の地方公務員です。
〈〈待遇は〉〉
報酬・出動手当・退職報償金・公務災
害補償などの制度があります。

〈〈どんな活動をしているか〉〉
大きく分けて３種類あります。
①災害発生時の現場活動
・火災の消火、生命財産の保護活動
・台風、豪雨などの水防活動
・行方不明者の捜索、救助活動　など
②火災予防の広報や警備
・火災予防の巡回広報（春・秋・年末）
・小学校での防火指導
・地域行事の警備　など
③自分たちの教育、訓練
・ポンプ操法、消防、水防訓練
・救急救命講習の受講　など

小学生に消火器の
使い方を教える消防団員

問
合
先　

防
災
安
全
課
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